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シリーズ介護保険制度第4回

／
－

２

ヽ-

平成控年制引日

介護保険制度層剛一ISり゛ます

～要介護認定の申請受丿付=は今年の10月から～

　介護保険は、「社会保険制度」であり、40歳以上の方が保険料を出し合

い、お互いを支え合う制度です。

40歳以上の方が介護保険料を納めます

　介護保険の財源は、40歳以上の被保険者が納める保険料と公費（国・

県・町の負担金）でまかなわれます。

65歳以上(第１号被保険者)の保険料と納入の方法

●壬生町の条例で、所得等に応じ定額の保険料を定めます。

●下の図は、標準的な保険料の設定例です。　　　　　　ダ

生活保護の受給者、老齢福祉年金受給者

　　　　　　　　　　　　で住民税世帯非課税
基準額×0.5

世帯全員が住民税非課税

本人が住民税非課税

基準額×0.75

基準額×1.0

本人が住民税課税で合計所得金額が250万円未満

本人が住民税課税で合計所得金額が250万円以上

基準額×1.25

基準額×1.5

ｺ●保険料の納め方は、老齢年金をいくらもらって:いるかによって、次のよう

　　に異なります。

９

門



３

40歳以上65歳未満(第２号被保険者)の保険料と納入の方法

●加入している医療保険の計算方法をもとにして、決められます。

●保険料の納め方は、国民健康保険の加入者と職場の健康保険（被用者医療

　保険）の加入者では異なります。

　　国民健康保険加入者

●･世帯ごとに世帯主が町へ納め

　ま堰。

　職場の健康保険加入者

ト健康保険料とあわせ乙給与か

　ら天引きされま弓‾。

●この保険料は、社会保険診療報酬支払基金に全部集められ、各市町村に対

　し同じ割合で交付金として交付されます。

ス次回は、要介護認定申請の受付について掲載します。

T･介護保険について、研修をご希望の団体は、人数の多少にかかわら

　ずご相談ください。

　　問合せ先　民生部介護保険推進室　８１－１８７６・１８７７

　　　　　　　　保険料については総務部税務課諸税係　８１－１８１９
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リﾓ5尨以上の言胎生踏石頌詞寂

誤記　
「
‐
ｉ

　昨句Ｌ月に詞尨しまし尨悪詣毫詣遡胴庭の岫亘

が欧と欧りましたの考、お知ら七とし欧づ、

　この調査の結果は、平成12年４月１日からはじまる介護保険制度を運営していくため、

現在策定を進めている介護保|喚事業計画及び、高齢者保健福祉計画を見直す基礎資料とな

ります。

　　調査の概要

　　調査対象者　　１高齢者一般…比較的健康な高齢者（4,713人回収）

平成10年４月１日現在　２要援護高齢者…虚弱及びねたきり等の在宅高齢者

　65歳以上の高齢者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（706人回収）

　　全体5,876人　　　３施設入所者…特別養護老人ホーム･養護老人ホーム入所者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45人回収）

　調査は、高齢者一般・要援護高齢者・施設入所者別に調査票を用意し、回答

しこいただきました。

１　高齢者一般の状況

①家族の状況（年齢別） (単位:1こ段％、ﾄﾞ殺人j

………、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家　族　の　状　況

｜

｜

………､、　　サンプル数　本人だ[すの　本人とその

　　ちゝゝゝゝゝゝへゝゝ
ゝ･ゝゝ　　　　　　　　ひとり暮らし　配偶者のみ

本人とその他

の高齢者のみ

その他の世帯

　(同居世帯)
無回答

　　　　　　　100､0　　　　　6.0
全　体　　　　4713　　　　　283

22.6

1066

1.4

卵

69.6

3281

0､3

15

　　　　　　　　34,5
65～69歳　　　　1626　　　　　　　66 488 26 1041 ５

　　　　　　　32,1
7〔)～74歳

　　　　　　　1515　　　　　　83 347 23 1058 ４

‘M‾　　　　　　　　　180
　，75～79歳

ら　　　　　　　　　　850　　　　　　73
152 11 613

　　　１--

　　　１

μ|」

　　　　　　　　103
8D～84歳

　　　　　　　　487　　　　　　45 50 ３ 388

85on　JU　　16 29 ５ 181 ４

75歳以上のみの世帯が384件

　家族の状況を年齢別にみてみると、

入が134人、「本人とその配偶者のみ」

のFlt帯は384件にもなります。

前期高齢者

図5～M混）

後期高齢昔

け5歳以上）

後期高齢者づ75歳以上）で「本人だけのひとり暮らし」と回答した

が231人、「本人とその他の高齢者のみ」が19人と、陵期高齢者のみ

４



②健康状態

　　　　　　　　普通に生活している

　病気等はあるが外出も一人でできる

病気等があって外出は一人でできない

　　　　日中もベッド上の生活が主体

　　　　　　　一日中ベッド上にいる

　　　　　　　　　　　　　　　無回答

o％ 30％

(回答者数:4,713人)

　　　　　　　60％

99.4％の人が自立していると回答

　本人の健康状態では、「病気や障害なども特になく、普通に生活している」は49.8％で

すが、「何らかの病気や障害などはあるが、日常生活はほぼ自分で行えるし、外出も一人

でできる」も含めると、99.4％の人が自立していると回答しています。「病気等があって、

外出は一人でできない」は0.4％（21人）、「日中もベッド上での生活か主体である」「一

日中ベッド上にいる」という寝たきりの人はあわせて0.1％（3人）でした。

③ふだん健康のために

　気をつがっていますが？

　　　　　(回答者数:4,713人)

④特に健康に気をつかっていることは何ですか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　贈答計数:3,825人）

食事に気をつかっている

　　　運動をしている

休養（規則的な生活）

その他

無回答

O％

⑤生きがいを感じること・今後やって.みた|いこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　(回答者数:4,713人)

　　　　　　働くこと

　　　　学習･教養活動

　　趣味･スポーツ活動

　　ボランティア活動

　　　老人クラブ活動

町内会、自治会の活動

　　　　　　　その他

　　　　　　　無回答

O％ 30％

□現在生きがいを感じること

□今後活勤したいこと

60％

40％ 80％

食事に気をつかってい

るが８割

生きがいは「働くこと」

　普段健康のために気をつかっ

ていると回答した3､825人のう

ち、約８割の人が「食事」に気

をつかっていると回答していま

す。

　また、生きがいを感じること

では、「働くこと」が最も多く

半数以上の人があげており、今

後活動したいことでも、同様の

結果でした。

５

-



⑥今後、介護が必要｛

　　自宅で介護

子供や親族の家

　　　医療機関

　　　福祉施設

　老人保健施設

有料老人ホーム

　　　　その他

　　わからない

　　　　無回答

O％

こなったら、どこで介護をうけたいですが？

　　　　　　　　(四谷計数4匹人)
30％

２　要援護高齢者の状況

①性別による年齢構成

60％

(単位：上段％、下段人)

＼＼ サンプル数

年　齢

前期高齢者 後期高齢者

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

全　体
100.0

　706

13.0

　92

17.3

122

19.7

139

22.9

162

27.1

191

性

別

男
33.4

236 38 60 54 36 48

女
66.6

470 54 62 85 126 143

②家族の状況（年齢別） (単位：上段％、下段人)

＼
家　族　の　状　況

サンプル数
本人だけの

ひとり暮らし

本人とその

配偶者のみ

本人とその他

の高齢者のみ

その他の世帯

　(同居世帯)

全　体
100.0

　706

6.2

44

9.8

69

1.4

10

82.6

583

年

齢

65～69歳
13.0

　92 ５ 21 １ 65

70～74歳
17.3

122 ７ 22 ５ 88

75～79歳
19.7

139 ７ ６ ３ 123

80～84歳
22.9

162 11 11 ０ 140

85歳以上
27.1

191 14 ９ １ 167

　半数以上が自宅で介

　護してほしい

　この質問には、半数以上の人

が「自宅で介護してほしい」と

答えており、「医療機関や施設

で介護をうけたい」を大きく上

まわっています。

　女性が多く男女共後

　期高齢者の比率高い

　回答者706人を性別にみると、

男性が236人、女性が470人と圧

倒的に女性が多く、また男女共

に後期高齢者の比率が高くなっ

ています。

　高齢者だけの世帯が

　　　　　　　　17.4％

　ひとり暮らし6.2％夫婦のみ

9.8％本人とその他の高齢者の

み↓｡4％を合わせると、高齢者

だけの世帯が17.4％ありました。

６



③日常生活動作の状況

歩行

食事

　排泄

　入浴

着替え

身だしなみ

O％ 20％

７

40％ 60％ 80％

(回答者数:706人)

　　　　　100％

0.3％

0.1％

0.4％

「介護を要する」は、入浴34.7％、歩行と着替えが26.7％

　日常生活の動作について介護の必要性をみると、「一部」または「全面的に介護を要する」人の割合が高

いのは、入浴が34.7％歩行と着替えが26.7％となっています。特に入浴は、「全面的に介護を要する」が20

％でした。

　一方、食事については［普通に］または「時聞かかかるが介肋なし」が90.7％また、身だしなみ、排泄

については、それぞれ80.6％、79.9％の人が介助なしと回答しています。

④主な介護者

　　　　O%
　息子の妻

　　配偶者

　　　　娘

　　　息子

兄弟・姉妹

　　その他

　　いない

　　無回答

15％

⑤主な介護者の健康状態(年齢別)

(回答者数:706人)

　　　　　30％

(単位：上段％、下段人)

二 サンプル数
介　護　者　の　年　齢

40歳未満 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 無回答

全　体
100.0

　510

5.7

29

20.2

103

24.5

125

12.0

　61

13.5

　69

23.9

122

0.2

　1

介
護
者
の
健
康
状
態

良　　好
51.6

263 21 72 72 30 28 40 ０

やや不安
32.5

166 ３ 12 28 26 33 63 １

良くない
6.9

35 ０ ３ ３ ３ ７ 19 ０

無回答
9.0

46 ５ 16 22 ２ １ ０ ０

介護者自身の高齢化・健康状態が問題

　主な介護者の年齢で最も多かったのが「50～59歳」の24.5％（125人）、次いで「70歳以上」が

23.9％（122人）となっており、介護者自身の高齢化も現実問題となっていることがわかります。

健康状態をみても70歳以上の介護者122人中19人が「良くない」、63人が「やや不安である」と回

答し、深刻な問題となっています。
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借りたい本庁あるかごうか画面上で確認できま雅

　
町
立
図
書
館
で
は
、
自
分
が
借
り
た

い
本
の
検
索
が
簡
単
に
で
き
る
資
料
検

索
シ
ス
テ
ム
を
４
月
か
ら
導
入
し
、
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
来
館

さ
れ
る
皆
様
に
大
変
好
評
で
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

式
に
な
っ
て
お
り
、
利
用
さ
れ
る
方
が
、

書
名
か
作
者
名
を
人
力
す
る
と
、

借
り
た
い
本
が
あ
る
か
ど
う
か
面
面
に

真
平
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
借
り
た
い
本

の
置
い
て
あ
る
場
所
が
配
架
図
上
に
表

示
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
こ
ま
で
本
を
取

り
に
行
き
、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
借
り

る
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
是
非
、
皆
さ
ん
も
来
館
さ
れ
た
と
き

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
読
み
た
い
奉
加
図
書
館
に
な
い
場
合

や
貸
出
中
の
と
き
は
、
備
付
け
の
「
リ

ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
職
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

他
の
図
書
館
か
ら
借
り
た
り
、
購
入
し

た
り
し
て
お
貸
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
　
　
　
－
ｉ
－
―
‐
！
ｉ
‐
‐
－
－
－
－
‐
－
－
－
－
１

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
火
曜
日
午
後
１
時
～
午
後
５
時

休
館
日
　
月
曜
日
、
火
曜
日
午
前
中
。

　
　
月
末
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
特
別

　
　
整
理
期
間
（
蔵
書
点
検
等
）

一

読みたい本がないときはリクエストサービスを…

移
動
図
書
館
の

　
　
　
　
ご
案
内

９
月
１
日
米

９
月
３
日
㈲

９
月
８
日
米

９
月
1
0
日
㈲

９
月
1
6
日
米

９
月
2
2
日
米

９
月
2
4
日
㈲

９
月
2
8
日
㈹

安
　
塚
小
学
校

稲
　
葉
小
学
校

藤
　
井
小
学
校

羽
生
田
小
学
校

壬
生
北
小
学
校

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち

な
か
た
洋
品
店
西
側

壬
生
来
小
学
校

　
睦
　
小
学
校

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
＆

　
　
　
　
　
　
　
映
画
会

　
毎
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す

★
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
（
第
２
土
曜
）

　
日
時
　
９
月
且
日
用

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

　
場
所
　
２
階
　
児
童
室

　
内
容
　
え
ほ
ん
、
か
み
し
ば
い
等

★
日
曜
ビ
デ
オ
映
画
会
（
第
３
日
曜
）

　
日
時
　
９
月
1
9
日
㈲

　
　
　
　
午
前
1
0
時
3
0
分
～

　
場
所
　
↓
階
図
書
館
内

　
内
容
　
未
定

８



｜

ｌ

平成10年度に良く読まれた本等

　　　　〈一般書〉

１位

２位

３位

４位

鉄道員（ぽっぽや）

となりのトトロ

アニメージュ・コミックス２

ループ

となりのトトロ

浅田次郎著

宮崎　駿著

鈴木光司著

　　　アニメージュ・コミックス３宮崎　駿著

５位　Dr.スランプアラレちやん

　　　　　　　　　　週間少年ジャンプ編集部著

　　　　　　　〈児童書〉

１位　どわすれピジョン　　　　　　吉川完二着

２位　タッツーはうみがすき　　　　和田淳子着

　　　ナッシーくんのくちぐせなあに？

　　　　　　　　　　　　　　　松村江里子着

３位　またあそぼうねポリゴン　　タカシトシコ着

４位　おばけをみちやったヒトカゲくん戸田昭居着

　　　イワークのトンネルめぐり　　戸田昭居着

５位　スターミーのクリスマスレース　山本和之着

　　　ピカチュウげんきでちゅう　青木夜直着

　　　カモネギくんそのネギかして和田淳子着

　　　サイホーンとちきゅうのへそ山本和之着

活 　着　案

〈一般書〉

心

パパとママに聞かせたい幼稚園のポンドの話

　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺カオリ著

生活習慣病を予防する健康クッキング　岩淵　真著

間違いだらけの薬の選び方･使い方　戸田　清著

ニッポンバブル遺産建築100

楽しく育てるクワガタムシ

地下鉄のフシギ!?

撃つ薔薇

　　　　　〈児童書〉

これできみも読書感想文の名人だ

海がくる

テディベアがはこんだ夢

橋爪紳也著

吉田賢治著

谷川一巳著

大沢在昌著｜

宮川俊彦著

たしざんできた／

ぼくのいのち

　　　　　安土　萌著

　　　　　春日幸子著

シモーヌ・エイペル絵

永井泰子絵　細谷亮大作

わんぱくだんのおばけやしき

　　　　　　　　　末崎茂樹絵　ゆきのゆみこ作

　
現
在
の
図
書
館
は
、
昭
和
6
0
年
1
1
月

に
開
館
以
来
、
内
容
の
充
実
に
努
め
て

お
り
、
蔵
書
数
も
平
成
‥
‥
１
１
年
３
月
3
1
日

現
在
で
、
1
3
万
５
。
３
４
９
冊
を
数
え
。

一
般
書
が
８
万
３
。
３
７
３
冊
、
児
童

書
３
万
７
。
０
９
２
冊
　
（
内
紙
芝
居

Ｉ
。
３
６
６
組
）
、
郷
土
・
参
考
資
料

３
’
５
３
４
阻
、
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ

２
。
６
１
６
本
、
雑
誌
等
８
。
７
３
４
冊

と
な
っ
て
ま
す
。
入
館
計
数
も
平
成
1
0

年
度
で
、
５
万
４
。
２
０
０
入
、
貸
出

数
も
1
7
万
９
。
９
３
７
冊
と
年
々
増
加
傾

ビデオコーナー

図
書
の
貸
出
を
受
け
る
場
合
は
、
貸

本
の
貸
出
を

　
受
け
る
場
合
は
…

　
貸
出
券

　
　
　
　
更
新
申
で
す

　
な
お
、
現
在
、
貸
出
券
の
更
新
を
し

て
い
ま
す
。
旧
券
を
お
持
ち
で
ま
だ
手

続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
旧
券
と

身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

新
し
く
な
っ
た
貸
出
券
（
材
興
が

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
）

向
に
あ
り
、
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

蔵
書
数
1
3
万
５
千
冊
　
　
。
－
。
。
『

　
　
　
　
貸
出
数
は
1
8
万
冊
匹
゜
¨

出
券
交
付
申
請
書
に
申
請
人
の
身
元
を

証
明
で
き
る
も
の
を
添
え
て
、
館
長
に

提
出
し
、
貸
出
券
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
回
に
貸
出

を
受
け
ら
れ
る
図
書
数
は
、
一
人
５
冊

で
、
期
間
は
２
週
間
以
内
で
す
。
ビ
デ

オ
、
Ｃ
Ｄ
は
、
３
点
ま
で
で
１
週
間
以

内
で
す
。

－　　　　　　一一-　　-　-__ご_.MS'4　__._.._ﾕｴこふ　'
繋瀬厠唐隷
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心みみ⊆_

来
館
時
に
お
持
ち
く
が
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

９



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
｛
　
昌
江
　
Ｐ
－
Ｅ
Ｉ
ド
レ

函

犬
宍
に

。
。
ノ
｝
牡
｝
吉
②
（
プ
万

人

③

う
ど
ん
好
き
が
蕎
麦
好
き
に

　
　
　
　
　
上
坪
　
寺
内
広
子
さ
んこの日のために蕎麦を打っ

て:下さいました

＝l＝･

目

春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

　
寺
内
さ
ん
が
蕎
麦
打
ち
を
覚
え
た
の

は
、
壬
生
へ
嫁
い
で
き
て
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
週
１
回

ず
つ
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

家
族
の
た
め
に
、
ま
た
、
数
年
前
に
亡

く
な
っ
た
義
父
が
蕎
麦
好
き
だ
っ
た
の

で
、
週
２
～
３
回
は
蕎
麦
を
打
っ
た
そ

う
で
す
。

　
そ
う
い
う
訳
で
、
結
婚
前
は
う
ど
ん

が
好
き
だ
っ
た
寺
内
さ
ん
も
、
今
で
は

す
っ
か
り
蕎
麦
好
き
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
蕎
麦
が
打
て
る
よ
う
に
な
る
と
、
活

イタリアでサッカーを見たい

　幸町3丁目　福田　勲さん

動
の
場
が
ふ
え
て
き
て
、
1
0
数
年
前
に

東
武
デ
パ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
市
町
村
の

む
ら
づ
く
り
物
産
展
で
は
、
知
事
さ
ん

に
も
食
べ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
又
、
消
費
者
友
の
会
の
講
習
会
に
講

師
と
し
て
参
加
し
た
り
、
団
体
に
加
大

し
て
い
な
い
一
般
の
人
を
対
象
に
講
習

会
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
春
先
ま
で
週
Ｉ
回
位
蕎
麦

を
打
ち
ま
し
た
が
、
夏
は
あ
ま
り
蕎
麦

は
作
り
ま
せ
ん
。
時
た
ま
作
る
時
は
、

干
ぴ
ょ
う
粉
を
入
れ
た
蕎
麦
粉
と
小
麦

　［硬式テニスを始めて９年になります｡］という

福田さんは、学生時代に軟式の経験があったので、

テニス教室に通い始めました。

　アウトドアが好きで、休出よ、テニスのほか、

茨城の［］立や犬洗まで、海釣りに出かけるそうで

す。

　また、サッカーを見るのが好きで、「イタリアま

で行って生で見てみたい」と話してくれました。

粉
を
７
対
３
の
割
合
で
入
れ
、
水
を
少

な
め
に
し
て
作
り
ま
す
。
そ
し
て
水
を

多
く
使
っ
て
ゆ
で
ま
す
。

　
今
年
も
９
月
頃
、
町
の
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
方
々
に
試
食
し
て
も
ら
お
う
と

思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
寺
内
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
事
業
の
ふ
く
ベ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
細
工

の
名
人
に
も
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

１０



-

農
業
に
興
味
の
あ
る
方
大
歓
迎
…
…
」

∇
壬
生
町
青
少
年
ク
ラ
ブ
ｊ
Ｅ
Ｅ

　
ィ
七
生
町
青
少
年
ク
ラ
ブ
（
４
Ｈ
ク
ラ

ブ
・
坂
田
利
信
会
長
）
は
、
農
業
後
継

者
を
中
心
に
、
現
在
1
7
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
の
、
下
都
賀
地
区
や
県
で
行
わ
れ

る
、
農
業
に
関
す
る
「
研
究
発
表
」
や
、

農
業
後
継
者
の
「
研
修
会
」
な
ど
に
参

加
す
る
他
、
町
主
催
の
産
業
祭
や
福
祉

ま
つ
り
等
で
「
も
ち
つ
き
」
や
「
焼
き

そ
ば
」
を
出
店
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
ゴ
ミ
拾
い
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
ク
ラ
ブ
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た

め
に
、
ス
キ
ー
大
会
や
、
ス
ポ
ー
ツ
大

産業祭での１コマ

会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
只

今
、
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

特
に
農
業
を
始
め
た
ば
か
り
の
若
人
の

方
、
又
、
非
農
家
の
方
、
女
性
の
方
で

も
農
業
に
興
味
の
あ
る
方
大
歓
迎
で
す
。

青
少
年
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
、
地
域
と
の

交
流
を
し
て
皆
で
親
睦
を
深
め
楽
し
く

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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ま
ま
朱
唇
謙
語
顕
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文化協会文芸部選

･ J

プブ

石井　ヒロ

黒尾　　壮

｢世界でひとつ私の木｣

　　短　歌

膝に眠りし孫を布団に移さんと

抱けばずっしり丸太の如し

高い本の剪定終り犬仕事

成したる如くひと息つけり

梅雨寒の野菜畑をひと廻り

帰りの龍には茄子ひとつのみ

角田　節子

｜

ｹﾞ回しjｽﾚ年

t
r
Q
I

壬
光
之
八
年
夫
址
　
尋

野口　冨代

宇井秋江

幼な子の砂のお握り砂団子

御馳走さまと砂場に戻す

　　俳　句

ごきぶりを打ちて男の鈍しさよ

伊沢　克明

泣いてる子叱られてる子敗戦忌

逃がすまじ酒瓶のかげの油虫

高橋　田鶴

降りぐせの天を押し上ぐ大神輿

高山香代子

１１



年
を
犯
罪
や
非
行
か
ら
守
ろ
う

影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

健
全
育
成
大
会
に
4
0
ａ
Ｏ
人
が
集
う

主張発表等が行われた

　
次
代
を
担
う
青
少
年
を
犯
罪
や
非
行

か
ら
守
り
「
明
る
く
往
み
よ
い
壬
生
町
」

を
つ
く
ろ
う
と
、
町
青
少
年
問
題
協
議

会
と
町
青
少
年
健
全
育
成
実
施
委
員
会

主
催
の
「
青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ

ど
い
」
が
、
７
月
３
日
壬
生
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
、
父
兄
等
約
４
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
篠
原
実
施
委
員
長
か
ら

「
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
一
朝
一
タ

に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
地
域

ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み
の
取
組
が
必
要
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
清
水
町
長
及
び
鶴
見

栃
木
警
察
署
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
社

会
人
、
中
・
高
生
に
よ
る
主
張
発
表
が

行
わ
れ
、
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
感
じ

た
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
抱
負
等
を
語
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
の
席
上
、
主
張
発
表
者

に
感
謝
状
が
、
標
語
入
貫
首
に
は
表
形

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
賂
）

牢
青
少
年
健
全
育
成
主
張
発
表
者

　
・
須
藤
は
る
美
（
社
会
Ａ

　
題
名
「
幼
稚
園
と
家
庭
の
つ
な
が
り
」

　
・
石
山
亜
矢
子
（
壬
生
高
）

　
題
名
「
一
生
の
思
い
出
、
第
２
の
母

　
国
、
そ
し
て
大
好
き
な
ベ
ト
ナ
ム
」

　
・
甫
坂
茂
行
（
壬
生
中
）

　
題
名
「
家
族
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

・
間
中
寛
子
（
南
犬
飼
中
）

　
題
名
「
新
し
い
自
分
を
み
っ
め
て
」

牛
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞
者

☆
最
優
秀
　
関
根
祐
二
（
南
犬
飼
中
）

　
作
品
「
い
け
な
い
と
　
正
し
く
言
え

　
　
　
　
る
　
真
の
友
」

☆
優
　
秀
・
荒
川
裕
美
（
壬
生
中
）

　
作
品
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
　
そ
ん
な
気

　
　
　
　
待
ち
が
　
非
行
の
は
じ
ま
り
」

・
増
田
圭
吾
（
壬
生
中
）

　
作
品
「
気
の
ゆ
る
み
　
そ
れ
が
非
行

　
　
　
　
の
　
第
一
歩
」

・
室
井
歩
美
（
南
犬
飼
中
）

　
作
品
「
『
ち
ょ
っ
と
だ
け
』
そ
ん
な

　
　
　
　
心
が
未
来
を
こ
わ
す
」

・
柏
崎
歎
美
（
南
犬
飼
中
）

　
作
品
「
薬
物
で
　
こ
わ
し
ち
ゃ
い
け

　
　
　
　
な
い
　
君
の
夢
」

☆
佳
　
作

・
荒
川
泰
洋
（
壬
生
中
）

　
作
品
「
酒
・
タ
バ
コ
　
そ
こ
か
ら
始

　
　
　
　
ま
る
　
覚
せ
い
ざ
い
」

・
清
水
明
菜
（
壬
生
中
）

　
作
品
「
ま
け
ち
や
ダ
メ
。
　
自
分
の

　
　
　
　
心
と
　
ま
わ
り
の
誘
惑
」

・
古
谷
津
有
希
（
壬
生
中
）

　
作
品
「
誘
惑
に
　
勝
つ
か
負
け
る
は

　
　
　
　
キ
ミ
し
だ
い
」

・
山
川
春
香
（
壬
生
中
）

　
作
品
「
は
ぐ
く
も
う
　
友
を
守
れ
る

　
　
　
　
強
い
意
志
」

・
大
橋
真
弓
（
壬
生
中
）

　
作
品
「
強
い
意
志
　
持
っ
て
　
つ
み

　
　
　
　
と
る
　
非
行
の
芽
」

・
毛
塚
洵
（
南
犬
飼
中
）

　
作
品
「
『
キ
レ
だ
』
か
ら
　
そ
ん
な

　
　
　
　
言
い
訳
　
通
じ
な
い
」

・
大
川
絵
美
（
南
犬
飼
中
）

　
作
品
「
覚
醒
剤
　
軽
い
気
持
ち
が
命

　
　
　
　
取
り
」

農業委員23名が

決まりました

　
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員

統
一
選
挙
が
７
月
６
日
告
示
さ
れ
、
同

日
午
後
５
時
届
け
出
を
締
め
切
り
ま
し

た
が
、
定
数
1
8
名
（
壬
生
選
挙
区
５
、

稲
葉
選
挙
区
６
、
南
犬
飼
選
挙
区
玉

の
と
こ
ろ
、
届
け
出
も
同
数
の
た
め
、

無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
議
会
（
学
識
経
験
者
）
並

び
に
農
業
共
済
、
農
業
協
同
組
合
の
推

薦
５
名
を
加
え
、
新
し
い
農
業
委
員
会

委
員
が
次
の
2
3
名
の
方
々
に
決
ま
り
ま

し
た
。

　
（
敬
称
略
）
（
　
）
内
は
担
当
農
事
部

　
〔
選
　
挙
〕

阿
久
津
　
勝
（
台
坪
・
藤
井
中
部
・
田

　
　
　
　
向
稲
荷
内
・
馬
場
・
原
意

黒
子
　
　
曙
（
稲
葉
下
馬
水
・
下
町
）

小
林
　
弘
美
玉
田
コ
ー
　
・
　
こ
こ
）

戸
崎
　
良
男
（
三
好
町
・
旭
町
・
星
の

　
　
　
　
　
宮
）

ヽ 一

篠
原
雷
火
郎
（
至
宝
町
・
六
美
町
南
・

　
　
　
　
　
六
美
可
北
）

中
嶋
　
　
正
（
釜
ケ
渕
・
原
坪
・
鹿
島
）

町
田
　
幸
明
（
第
三
・
上
表
町
）

神
長
　
信
雄
（
上
可
）

西
島
ト
キ
エ
「
安
塚
一
一
」
１
・
安
塚

　
　
　
　
　
一
二
２
）

倉
持
保
弘
元
小
林
一
二
・
〔
ニ
〕

　
　
　
　
　
・
　
⊇
〕
）

清
水
　
國
雄
（
合
宿
・
下
坪
）

大
塚
　
　
宇
（
通
町
・
屋
敷
・
西
高
野
）

野
渾
　
忠
雄
（
安
塚
（
言
１
・
こ
ご

　
　
　
　
　
２
）

赤
塚
　
良
一
　
（
西
部
・
中
央
・
北
懇

粂
川
　
善
夫
〔
助
谷
原
・
肋
谷
二
〕

　
　
　
　
　
●
　
〔
二
〕
）

小
倉
　
新
治
（
本
郷
・
松
原
）

田
中
　
一
男
（
国
谷
外
道
・
国
谷
〔
□

一
二
２
∴
因
谷
こ
こ
）

古

葉
m
選

賤
業

一
久
（
国
谷
〔
二
〕
１
・
　
〔
二
〕

　
　
２
・
　
□
〕
３
）

任
〕

一
男
「
議
会
」
　
（
壬
生
下
馬
木

　
　
・
新
町
・
万
灯
）

山
崎
　
文
吉
〔
議
会
〕
（
東
原
・
鰹
沼

　
　
　
　
　
・
福
和
田
）

中
村
　
一
雄
】
議
会
）
（
中
泉
〔
二

　
　
　
　
　
Ｉ
　
〔
二
〕
）

中
川
　
善
市
有
協
〕
呈
長
田
〔
コ

　
　
　
　
　
ー
　
〔
二
〕
）

山
岸
　
英
夫
【
共
済
】
（
下
表
町
・
中

　
　
　
　
　
表
町
・
東
下
台
）
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公証制度の

意義・役割

遺言書や契約書などは

公正証書にしておくと安心です
　不動産売買なご重要な取引をしたり遺言を残したり雅るときは、公証制度の利用≒、

をお勤めしま雅。大切な契約書や遺言などについて:、法務大臣が任命した公証人が

公文書である公正証書を作成し、トラブル防止を図る制度で堰。公正証書は裁判な

ごで強力な証拠力をもちます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　/

j!I

..ZI

　%，

-

法
律
の
プ
ロ
で
あ
る
公
証
人

　
公
正
証
書
は
、
公
証
役
場
（
全
国
約

3
0
0
か
所
）
で
執
務
す
る
公
証
人
が
作
成

し
ま
す
。
公
証
人
は
裁
判
官
、
検
察
官

な
ど
を
長
年
つ
と
め
た
法
律
実
務
経
験

者
の
な
か
か
ら
、
法
務
大
臣
の
任
命
に

よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。
い
ね
ば
、
法
律

の
プ
ロ
と
い
え
る
人
た
ち
で
、
現
在
約

5
5
0
人
い
ま
す
。

相
手
の
財
産
に
対
し
て
強
制

執
行
の
効
力
を
も
つ
公
正
証
書

　
公
正
証
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
利
点

が
あ
り
ま
す
。

①
公
正
証
書
は
国
の
機
関
に
準
ず
る
公

　
証
人
が
作
成
す
る
文
書
で
す
の
で
、

　
裁
判
そ
の
他
の
面
で
極
め
て
強
い
証

　
拠
力
が
あ
り
ま
す
。

②
公
正
証
書
の
原
本
は
公
証
役
場
の
書

　
率
に
保
存
さ
れ
ま
す
か
ら
、
紛
失
お

　
よ
び
改
ざ
ん
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
金
銭
の
支
払
契
約
で
強
制
執
行
の
粂

　
項
を
つ
け
て
お
け
ば
、
そ
の
公
正
証

　
書
で
相
手
の
財
産
に
対
し
て
強
制
執

　
行
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
相
手
が
支

払
い
の
約
束
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、

訴
訟
を
起
こ
さ
ず
相
手
方
の
動
産
・

不
動
産
・
給
料
な
ど
各
種
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
、
債
権
を
取
り
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
配
当
要
求
も
で
き
ま
す
。

相
続
人
間
の
争
い
を
未
然
に

防
ぐ
遺
言
公
正
証
書

　
売
買
・
貸
借
∴
示
談
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
契
約
に
お
け
る
約
束
ご
と
を
書
面
に

す
る
場
合
に
公
正
証
書
は
利
用
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
ほ
か
遺
言
を
公
正
証
書
に

し
て
お
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
遺
言
公
正
証
書
に
は
自
筆
遺
言
証
書

と
違
い
、
遺
言
者
の
死
亡
後
、
家
庭
裁

判
所
の
検
認
を
受
け
る
こ
と
な
く
直
ち

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

　
　
　
信
用
さ
れ
る
公
正
証
書

に
不
動
産
登
記
な
ど
、
記
載
の
内
容
を

実
現
す
る
効
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
遺
産
分
割
に
際
し
て
の

各
相
続
人
間
の
骨
肉
の
争
い
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
原
本

は
無
料
で
公
証
役
場
が
保
存
し
て
い
ま

す
か
ら
、
な
く
な
っ
た
り
偽
造
さ
れ
た

り
す
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

公
正
証
書
の
作
成
に
は

本
人
で
あ
る
証
明
書
が
必
要

　
公
正
証
書
を
作
る
場
合
に
は
、
公
証

役
場
へ
出
頭
し
た
人
が
本
人
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

　
個
人
の
場
合
は
印
鑑
証
明
書
と
実
印

ま
た
は
、
自
動
車
運
転
免
許
証
・
外
国

人
登
録
証
明
書
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
と

認
印
。
法
人
の
場
合
は
法
人
登
記
の
謄

本
・
抄
本
・
代
表
者
の
印
鑑
証
明
書
・

代
表
者
印
な
ど
。
代
理
人
の
場
合
は
契

約
の
内
容
を
書
い
た
本
人
の
委
任
状
と

委
任
状
に
押
し
か
印
鑑
の
印
鑑
証
明
書

が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

・
宇
都
宮
公
証
人
合
同
役
場

　
宇
都
宮
市
小
幡
１
－
１
－
3
3
　
佐
久

　
間
ビ
ル
２
階

　
　
�
０
２
８
１
６
２
４
－
１
１
０
０

・
小
山
公
証
役
場

　
小
山
市
城
東
１
－
６
－
3
6

　
小
山
商
工
会
議
所
会
館
３
階

�
０
２
８
５
－
２
４
－
４

公正証書作成手数料

　　　　評成5年8月１日改正）
　 　 　 　 　 　 - 一 一 　 　 －　 　 　 － 　 － _ _ m

= S ご こ 4 　

一 一 一 一 一 一 　 　 一 一 一 一 　

｀ こ ｀

r ‾ ‾ 　 ＿

　 　 　 　 _ _ 。 ． ＿ _ _ _ － 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 － 　 　 - 一 一

♂ = 　 　 　 = = = = ＝ 　 ＝ 一 一 一 一 　 － 　 －

- 一 一 　 　 一 一

－ 　 　 － 一 一 　 一 一 一 一 　 －

１００万円まで 5,000円

２００万円まで 7,000円

５００万円まで １１,０００円

1,000万円まで １７,０００円

3,000万円まで ２３,０００円

5,000万円まで ２９,０００円

１億円まで ４３,０００円

Ｌ
Ｑ
Ｃ
）
Ｃ
）

以下超過額5,000万円までごとに。

３億円まで13,000円　10億円まで11,000円

↓O億円を超えるもの8,000円加算

遺言手数料は目的の価額が１億円まで11,000円加算

正本，謄本の交付手数料は１枚250円です
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一

ス
……ポ７ッ

　　　唾矢

　
耶
全
日
本
剣
選
選
場
連
盟
主
催
の
第

汀
回
全
日
本
小
・
中
学
校
女
子
個
人
選

抗
剣
道
練
成
犬
会
・
県
予
選
会
が
７
月

1
0
口
、
小
山
市
の
栃
木
県
県
南
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
本
町
の
菊
池
美
姫
さ
ん

平
生
町
少
年
剣
道
教
室
・
壬
生
小
６

年
）
が
小
学
生
の
部
で
見
事
準
優
勝
し
、

栃
木
県
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

　
菊
池
さ
ん
は
、
小
学
校
１
年
か
ら
剣

道
を
始
め
、
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
に

通
い
な
が
ら
、
三
上
師
範
ら
の
指
導
の

も
と
熱
心
に
稽
古
に
励
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　
予
選
会
で
は
、
県
内
各
道
場
の
強
豪

が
揃
う
な
か
、
積
極
的
な
試
合
展
開
と

普
段
の
練
習
の
成
果
を
十
百
分
に
発
揮

し
、
決
勝
戦
ま
で
進
出
。
惜
し
く
も
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
９
月
に
岡
山

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

第
1
5
回
町

左から優勝された鈴木さん、

浅田さん、水井さん

　　　成　績

民
ゴ
ル
フ
大
会

総合の部 グロス ネット

優勝

率優勝

３位

４位

５位

６位

７位

８位

９位

10位

水井　正成

安本登志男
早乙女信男
中尾靖一郎

田中　英男
鈴木　仁
榊原　彬人

茂木　宏之
渡辺　誠
小田垣忠言

脂

84

88

79

89

77

83

95

95

7↓

63.8

64.8

66.4

67.0

67.4

67.4

68.6

68.6

68.6

68.6

女子の部 グロス ネット

優勝

率優勝

３位

４位

５位

浅田ヨネ子
安楽　敬子

鈴木　啓子
佐藤　アイ
小磯　由香

105

　94

　83

　93

101

69.0

72.4

75.8

76.2

77.0

男子グロスの部 スコア

優勝

率優勝

３位

４位

５位

柏崎　一之
小田垣忠宏

大塚　勝己
高橋　正義
古田　進

70

7↓

75

77

77

女子グロスの部 スコア

優勝 鈴木　啓子 83

壬生町少年剣道教室・

　　　　壬生小６年の

菊
池
美
姫
（
き
く
ち
み
き
）
さ
ん

　
　
　
全
国
大
会
へ

左から三上師範、菊池さん、清水町長

北小林チームに栄冠

第10回附長杯ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会　万

大会には24チームが参加しました

　町ゲートボール協会主催の第10回

町長杯ゲートボール大会が７月９日

町総合運動場で行われ、町内から24

チームが出場、熱い戦いが展開され

ました。

　大会結果は、次のとおりです。

優　勝　　北小林チーム

準優勝　　駅東千－ム

３　位　　城内チーム

第13回町民柔道大会

　各部門で優勝された皆さん

　成　績

１一般の部

　優　勝　　杉本　哲理

　準優勝　　近江　史人

　３　位　　前田　智彦

　４　位　　篠原健太郎

士中学生の部

　優　勝　海老沼　暁（壬申２年）

　章優勝　阿部建太郎（壬申３年）

　３　位　長　　朋宏（壬申３年）

句ﾄ学生の部

　優　勝　海老沼　宙（壬小５年）

　準優勝　峯　　勇人（壬小６年）

　３　位　峯　　卓也（壬小５年）

　４　位　足肋　優太（稲小弓年）

よ小学生３年生以下の部

　優　勝　犬島　隼人（壬小３年）

準優勝
３
４ 位

位

村井裕二（東小１年）

小宮山達也（稲小２年）

足助拓也（稲小１年）

　　　　　　　１４



一

普
通
救
命
講
習
会
に
消
防
団
員
ら
が
参
加

　
万
一
の
場
合
、
救
急
車
が
来
る
ま
で

の
間
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

呼
吸
が
な
く
な
っ
て
か
ら
２
分
後
に
人

工
呼
吸
を
始
め
た
場
合
で
、
9
0
％
の
確

率
で
命
が
救
え
る
の
で
す
。

　
Ａ
工
呼
吸
、
心
肺
蘇
生
な
ど
救
急
車

□
の
中
の
異
物
確
認
を
行
う
団
員

中

嶋
氏
、
高
橋
氏

‐
‐
‐
　
人
権
擁
護
の
功
績
に

・
　
よ
り
表
彰

一
　
６
月
2
4
日
、
宇
都
宮
市
内
で
開
催
さ

・
れ
た
「
栃
水
賂
人
権
擁
護
委
員
連
介
会

・
総
会
」
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
、

二
目
民
の
人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及

が
来
る
ま
で
の
間
に
行
う
応
急
手
当
の

技
術
等
を
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会
が
、

６
月
2
7
日
南
犬
飼
地
区
公
民
館
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
は
、
町
消
防
団
第
３
分
団

第
士
郎
（
森
田
博
部
長
・
団
員
且
名
）

の
団
員
や
南
犬
飼
地
区
の
自
治
会
長
さ

ん
た
ち
約
3
0
名
が
参
加
し
、
石
橋
消
防

署
の
救
急
救
今
上
や
安
塚
分
遣
所
職
員

か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

※
消
防
署
で
は
、
年
４
回
定
期
講
習
会

と
随
時
講
習
会
（
１
０
名
以
上
の
受
講
者

対
象
）
を
開
い
て
い
ま
す
。
受
講
料
は

無
料
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

石
橋
消
防
本
部
救
急
救
助
係

　
　
　
�
０
２
８
５
‐
5
3
‐
６
１
６
７

壬
生
分
署
　
�
8
2
－
２
０
０
０

高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
本

町
の
中
嶋
文
一
郎
人
権
擁
護
委
員
が
関

東
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
か
ら
、
ま

た
、
高
橋
弘
行
人
権
擁
護
委
員
が
宇
都

宮
地
方
法
務
局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
今
後
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す

羽生田通学橋上流を調査

　
昨
秋
の
大
雨
で
、
壬
生
町
で
は
河
川

堤
防
の
決
壊
、
道
路
の
冠
水
、
家
屋
の

床
下
浸
水
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

関
係
機
関
が
道
携
を
取
り
合
い
、
被
害

を
最
小
限
に
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
町
内

の
災
害
危
険
箇
所
の
現
地
調
査
を
７
月

８
口
実
施
し
ま
し
た
。

　
栃
木
警
察
署
、
栃
木
土
木
事
務
所
、

石
橋
地
区
消
防
組
合
の
各
職
員
と
町
消

防
団
の
正
副
団
長
、
町
の
関
孫
職
員
が

参
加
し
、
去
年
実
際
に
被
害
の
あ
っ
た

姿
川
大
正
橋
下
流
右
岸
、
羽
生
田
通
学

橋
、
黒
川
福
和
田
橋
下
流
右
岸
、
黒
川

藤
井
橋
上
流
右
岸
を
現
地
高
安
し
ま
し

た
。

W

rすごゆｶｿﾞ宍tビー』

　　あつまれ
j

（¨‾’

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子

育
て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ｙ
ｌ
；

や'とちぎに国会を??やI･
清
水
香
月
ち
ゃ
ん
ご
家
族

　
　
　
　
　
　
（
至
宝
町
南
）

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方

　
法
等
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉

係
（
�
8
1
１
１
８
３
上
へ

ぐ,'鋼iﾄﾞﾌﾞj･句，

　　　＼'Ｆﾀﾞ'

河
野
遊
綾
乃
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
（
安
塚
こ

●那須野ケ原の歴史

　江戸時代までの那須野ケ原は、ほとん

どが広漠たる原野でした。明治時代にな

り那須疏水が開かれ、国の殖産興業施策

に沿って民間有志や華族による大規模な

農場経営が展開されました。今でも、当

時の開拓の面影を残す建築物が、数多く

残されています。

　現在は、全国でも有数の酪農地帯、水

田地帯であり、各種産業も着実に発展し

ています。

　那須野ケ原の歴史は、明治という時代

の転換期に多くの人々を受け入れ、開拓

とともに歩んできた歴史だといえます。

現在の、緑豊かな平地林や牧場、田園地

帯も、多くは人の手によって形づくられ

てきました。

　このような歴史を持つ那須野ケ原に、

21世紀の日本を拓く大事業である国会等

移転を是非実現したいと考えています。

県民の皆さまからのご意見を受けて、

県では「首都機能移転対策室」を「国会等移転対策室」へと改称しました。

◆問合せ　国会等移転対策室　�０２８－６２３－２２０８
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參ちのわだい

安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
を
学
ぶ

指導ごおりにできるかな

　
壬
生
来
小
学
校
（
栗
原
香
明
校
長
）
で
は
、
夏
休
み
前
の
７

月
６
日
、
４
年
生
と
３
年
生
（
1
3
3
名
）
を
巣
め
て
自
転
車
の
乗

り
方
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
自
転
車
に
来
れ
な
い
子
や
、
乗
れ
て
も
交
通
ル
ー

ル
を
知
ら
な
い
子
に
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
理
解
さ
せ
、

き
ま
り
を
守
っ
て
安
全
に
自
転
車
の
乗
り
方
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
体
育
館
内
に
模
擬
の
道
路
と
信
号
を
作
り
、
栃
木
警
察
署
の

交
通
巡
視
員
や
町
の
交
通
教
育
指
導
員
と
一
緒
に
、
時
に
は
信

号
無
視
を
し
た
り
、
道
路
を
大
き
く
は
み
出
し
た
り
し
な
が
ら
、

指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

子どもの健全な成長を願い

　藤井地区で懇談会開く

　
藤
井
小
学
校
（
石
川
義
郎
校
長
）
及

び
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
篠
原
謙
二
会
長
）
共
催
の

「
藤
井
の
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
願
っ

て
」
と
題
す
る
地
域
懇
談
会
が
、
７
月

2
3
日
藤
井
小
学
校
会
議
室
で
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
、
学
校
、
家
庭
が
連

携
す
る
こ
と
で
、
問
題
解
決
の
糸
目
を

環境美化について参加者に協

力を呼びかける子ごもたち

見
つ
け
よ
う
と
開
い
た
も
の
で
、
地
元

小
・
中
・
高
校
の
教
職
員
、
児
童
、
生

徒
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
自
治
会

関
係
者
等
6
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
懇
談
で
は
、
「
学
校
の
現
状
に
つ
い

玉
の
説
明
の
あ
と
、
児
童
代
表
か
ら

環
境
美
化
に
つ
い
て
協
力
依
頼
が
あ
り
、

続
い
て
、
壬
生
中
の
篠
崎
梢
さ
ん
、
壬

生
局
の
山
川
知
与
さ
ん
か
ら
街
灯
の
設

置
や
環
境
マ
ナ
ー
、
伝
統
行
事
等
に
つ

い
て
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
首
自
治
会
長
か
ら
「
地

域
の
現
状
に
つ
い
て
」
、
稲
垣
壬
生
交

番
所
長
及
び
水
井
栃
木
県
警
察
少
年
指

導
員
会
長
か
ら
「
少
年
非
行
の
現
状
に

つ
い
て
」
話
が
あ
り
、
最
後
に
意
見
の

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

七夕飾りのお礼にコーラス
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と

ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
で

　
　
花
い
っ
ぱ
い

ゝ 心 /

ラブ員りの花壇と鹿島生活改

　　　コーラス部の歌声にうっとり

　安塚保育園の園児たちは、７月７田こ、七夕

飾りを作り、近くにある南犬飼地区公民館や、

役場南犬飼出張所、消防の安塚分遣所に贈りま

した。ちょうど南犬飼地区公民館では、コーラ

ス部が練習しており、子供達を誘って一緒に

「七夕さま」などの歌を歌いました。

　子供達はコーラス部の人達のきれいな歌声に

聞きほれていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６

　
来
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
全
国
都
市
緑

化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
に
向
け
て
、
町
を
花

で
飾
ろ
う
と
、
６
月
2
1
目
町
生
活
改
善

ク
ラ
ブ
鹿
島
郡
会
員
1
5
人
が
、
県
道
家

中
停
車
場
緑
洽
い
の
鹿
島
地
内
緑
地
帯

（
２
０
０
�
）
で
、
花
の
植
え
込
み
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
所
は
花
を
植
え
る
前
は
、
草
が
生

い
茂
り
、
ま
た
砂
利
で
植
え
ら
れ
る
状

態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
元

業
者
の
協
力
で
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

実
現
し
ま
し
た
。

　
花
は
、
同
ク
ラ
ブ
花
き
部
会
で
育
て

た
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
、
青
な
ど
の
色
を

つ
け
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
ブ
ル
ー
サ

ル
ビ
ア
で
、
1
1
月
頃
ま
で
楽
し
め
る
そ

う
で
す
。



い
じ
め
克
服
で
明
る
い
学
校
作
り

先
輩
・
後
輩
仲
良
し
フ
ォ
ー
ラ
ム

多くの体験談が交換されました

ヽ一

　南犬飼中学校区の先生や父兄等で構成されている、

いじめ問題対策委員会は、７月26日、南犬飼中学校区

の小学校代表児童と南犬飼中学校代表生徒との交歓会

を持ち、『先輩・後輩仲良しフォーラム』と題して、

いじめ問題や明るい学校づくりについて意見交換を行

いました。

　委員長（渡漫壬生北小校長）の挨拶の後、自己紹介

を兼ねて学校、学級自慢を行い、その後、今、又は今

までに、いやな思いをした時の体験談や、それを克服

した方法などの意見が交換されました。

　いやな思いをした子のほとんどの克服法は、「気に

しない」や「深く考えない」「親に相談した」「自分を

もう一度見つめ直しか」などで、人によっていじめの

感じ方が違うということでした。

　この田よ、くやしさや、がまんする強さも大切だけ

れども、それに立ち向かうようなアピールする強さが

大切だというような結論に達しました。

検
定
員
の
厳
し
い
審
査
に
挑
戦

町
交
通
安
全
協
会
（
坂
田
佐
一
郎
会
長
）
、
町
　
　
め
ら
れ
た
通
行
方
法
で
走
行
し
、
点
数
を
競
う
も
の

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
（
人
見
イ
ハ
会
長
）
主
　
　
で
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
９
名
、
シ
ル

催
の
第
1
8
回
壬
生
町
安
全
運
転
競
技
犬
会
が
７
月
　
　
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ノマ

Ｉ
ド
ラ
イ
バ
ー

1
6
日
、
壬
生
自
動
車
学
校
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

』
の
競
技
は
、
コ
ー
ス
内
を
道
路
交
通
法
に
定

I I I ● I J l a - － － ㎜ - 皿 a ㎜ - a 皿 ㎜ 皿 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

　 　 　 　 　 　 　 ● ･

入識者を囲んで

　
選
手
は
、
一
般
の
部
（
Ａ
Ｔ
車
）
、
シ
ル
バ
ー
の

部
に
分
か
れ
、
発
進
か
ら
、
右
折
、
左
折
、
車
庫
入

れ
、
ク
ラ
ン
ク
走
行
な
ど
を
行
い
、
自
動
車
学
校
検

実
員
の
厳
し
い
審
査
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　・　成
優一
　般績

の
部

勝
　
海
老
沼
久
子

　
準
優
勝
　
大
場
フ
サ
子

・
シ
ル
バ
ー
の
部

優
　
勝
　
田
中

卒
優
勝
　
竜
田

作
蔵

和
昭

（
前
宿
坪
）

（
稲
葉
下
馬
木
）

（
至
宝
町
北
）

（
緑
町
三
丁
言

､､＿ノ

　
　
睦
小
３
・
４
年
生
の
絵

高
速
道
路
の
工
事
現
場
に

　
　
‰
五
戸

　
　
瀕
じ
1
1
出
現

　
　
説
言
辞

　
高
速
道
路
の
高
架
橋
工
事
が
速
め
ら

れ
て
る
青
野
の
県
道
上
空
に
、
「
海
を

見
に
行
こ
う
よ
北
関
東
道
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
絵
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
睦
小
学
校
３
・
４
年
生
、
壬
生
来
小

学
校
５
年
生
の
児
童
が
２
ヶ
月
か
け
て

制
作
し
た
も
の
で
す
。

　
９
月
中
旬
頃
ま
で
掲
示
さ
れ
る
予
定

で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〃 心 φ ぺ ー 岬 町

,j…………j

･;'滴を覧こ乃こうよI牝笥隻鴉

　　　　　　..j●jl.■■　■㎜.　　　　●ﾐ

壬
生
東
小
５
年
生
の
絵

来
年
の
栃
木
県
植
樹
祭
は

　
壬
生
町
で
開
催

記念植樹　トヂノキ

　
５
月
1
3
日
、
大
田
原
市
の
ふ
れ
あ
い

の
丘
で
平
成
１
１
１
１
年
度
栃
木
県
植
樹
祭
が

開
か
れ
、
壬
生
町
か
ら
清
水
町
長
は
じ

め
、
川
島
議
長
、
緑
の
少
年
団
を
代
表

し
て
、
壬
生
北
・
睦
・
壬
生
来
小
の
児

童
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
緑
化
推
進
運
動
の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
式
典
で
は
、

緑
化
功
労
者
の
表
彰
や
平
成
］
１
１
年
度
に

緑
の
少
年
団
を
結
成
し
た
壬
生
北
・
睦
・

壬
生
来
小
等
に
団
旗
が
授
与
さ
れ
、
ま

た
、
記
念
播
種
や
記
念
植
樹
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
来
年
の
植
樹
祭
は
、
５
月
中

句
ご
ろ
、
壬
生
町
の
総
合
公
園
を
会
場

と
し
て
、
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

１７
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　早付９期　め窓月－
　に□30
　納が旦

９
月
の
納
税
等

一警察署からのお知らせー

　交通事故の事例

至宇都宮

●
ｊ
門
□

　
バ
０

至栃木

なくそう
交通事故

　　　　　　注意しましょう

１､進路変更する際は､必ず安全確認すること

　巾壬生バイパスは、片側２車線であるこ

　　とから、車線変更の事故が多いので、

　　必ず安全確認すること

　②壬生バイパスは、見通しがよく、高速

　　で進行している車両が多く、重大事故

　　が多いので､スピードを控えめに進行

　　すること

－
事
故
の
状
況
－

７月 累計 前年比

事故件数 22 166 ＋50

死　者 ０ ２ ０

負傷者 31 193 十62
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